
 

 

令和７年度 在宅医療・介護連携推進事業に係る取組み実績について 

 

１ 入退院調整ルールに関する取組み 

【入退院調整部会】 開催なし 

【市民啓発】 

・介護サービス事業者ガイドブック「ハートページ」に“入院したらケアマネジャーに連絡を”とい

う趣旨の説明書き及び万が一の入院に備えて、普段から「保険証セット」を準備しておくことについ

て記載。 

・介護保険証交付の際に入退院調整ルールのチラシを同封（毎年 12,000部程度） 

 

２ ＡＣＰの普及啓発に関する取組み 

【ＡＣＰ部会】 

開催日：①令和７年６月２日（月） ②令和７年１０月２０日（月） 

検討内容：「私の生き方ノート」の改訂について 

＜主な改訂箇所＞ ※別添、参考資料２参照（令和８年４月発行予定） 

   (１) 現行の以下２冊のノートを１冊に集約 

       ①考えましょう編：ステップ１～３ 

       ②話し合いましょう・伝えましょう編：ステップ４～５ 

   (２)  導入部分（ステップ０）の追加  

      ※ポジティブヘルスの考え方に基づき、現在の身体・心の状態や生きがいなどについて振り    

返り、医療介護従事者と今のことを話しながら、これからの医療・ケアについて考えること

ができるように導入部分を追加したもの 

【市民啓発】 

（１）市民向け出前講座 計９回 ※申込みに基づき随時実施 

（２）在宅医療介護市民公開講座の開催  

開催日：令和７年１１月１日（土） / 参加者：会場６８名、YouTube配信 ５８名 

   講 師：医療法人あおばクリニック 院長 伊藤 大樹 氏 

内 容：「在宅医療」知っていますか？ ～家でちょっとだけでも療養したい人に～ 

 

【専門職への研修】  

（１）ＡＣＰに関する在宅医療・介護従事者研修会 

   開催日：令和７年６月２６日（木）  / 参加者：３３名 

   講 師：聖マリア病院緩和ケア内科 診療部長 大谷弘行 氏 

   内 容：型から始める人生会議～対話のきっかけをつかむ実践（ワークショップ＆ロールプレイ）～ 

   （２）本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会（E-FIELD） 

      開催日：令和７年１１月１６日（日）/ 参加者（修了証授与者）：２４名 

           講 師：聖マリア病院緩和ケア内科 診療部長 大谷弘行 氏 

      内 容：講義及びグループワーク（国の研修に準ずる） 

   （３）救急医療に関する在宅医療・介護従事者研修会 

      開催日：令和７年７月２２日（火）  / 参加者：６２名 

           講 師：久留米広域消防本部 救急防災課 課長補佐 棚町 政一 氏 

          内 容：人生の最期をどう迎えるか～救急現場から伝えたいこと～ 
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